
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が
施
行

さ
れ
、「
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育

て
の
希
望
の
実
現
」、「
東
京
一
極
集
中
の

歯
止
め
」「
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域

課
題
の
解
決
」の
３
つ
の
視
点
で
、国
は「
地

方
創
生
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
い
う
現
実

　
こ
れ
ら
は
、
昨
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う
衝
撃
的
な

発
表
を
呼
び
水
と
し
て
、
急
速
に
気
運
が

高
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

増ま
す

田だ

寛ひ
ろ

也や

元
総
務
相
を
は
じ
め
と

す
る
「
日
本
創
成
会
議
」
の
分
科
会
が

２
０
４
０
年
の
推
計
人
口
を
発
表
し
、
そ

れ
に
よ
る
と
全
国
の
５
割
の
自
治
体
で
若

年
女
性
（
20
歳
～
39
歳
）
が
半
減
し
、
う

ち
１
万
人
を
切
る
５
２
３
の
自
治
体
に
つ

い
て
は
「
消
滅
の
可
能
性
が
高
い
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
「
消
滅
す
る
」
と
い
う
具
体
的
な
報
道

を
見
て
、
漠
然
と
し
た
不
安
か
ら
身
近
な

問
題
と
し
て
、
再
認
識
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
む
と
「
ま
ち

の
活
力
が
低
下
す
る
」「
集
落
機
能
の
維
持

が
困
難
に
な
る
」「
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
産
業
活
動
が
低
迷
す
る
」な
ど
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
的
な
傾
向

と
同
じ
く
、
将
来
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
、
昨
年
10
月
に
は
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
う
庁
内
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
（
Ｐ
Ｊ
会
議
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
Ｐ
Ｊ
会
議
で
は
、
中
堅
職
員
を
中
心
と

し
て
構
成
さ
れ
た
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
、
新
成
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
な
ど
し
、
具
体
的
な
施
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
は
早
く
か
ら

取
り
組
む
ほ
ど
大
き
な
効
果
が
現
れ
る
こ
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市
の
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減
と
将
来
の
展
望
を
提
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す
る
「
甲
賀
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

今
後
５
年
間
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的

方
向
を
ま
と
め
た「
甲
賀
市
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
す
。
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市
内
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の
移
住
定
住
希
望
者
に
対
す

る
移
住
関
連
情
報
の
提
供
や
相
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支
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の
一
元
的
な
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
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小
規
模
多
機
能
自
治
の
取
り
組
み
を

進
め
、
居
場
所
の
提
供
、
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
等
の
持
続
可
能
な
モ
デ
ル
地
域
を

支
援
し
ま
す
。

◦
少
子
化
対
策�

５
９
２
万
円

◦
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券

�

８
，３
０
２
万
円

◦
ま
る
ご
と
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

�

２
，２
５
０
万
円

◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

�

５
，４
４
８
万
円

 甲賀の國
く に

づくり
プロジェクト

　迫りくる人口減少社会において、生産力・消費の衰退による経済活力の
低下、農山村地域の過疎化の進展、地域コミュニティの弱体化など先の
見えない不安が広がっています。そうした中、国が掲げる地方創生を活用
しながら、人口減少に立ち向かい、元気なこうかを創るため「甲賀の國
づくりプロジェクト」として、本市独自の取り組みを積極的に展開します。

項目 2010年
（平成22年）

2040年
（平成52年） 人口増減

日本の人口 128,057,000人 107,276,000人 16.2%減少
滋賀県の人口 1,410,777人 1,309,306人 � 7.2%減少
甲賀市の人口 92,704人 75,552人 18.5%減少
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総人口と年齢３区分人口（甲賀市） 実数値 推計値
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国勢調査資料による。合計は年齢不詳者を含む。

国立社会保障・人口問題研究所資料による。　平成25年３月推計による

実数値

推計値
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何もしなければ
甲賀市の人口は
どうなるの !?

と
か
ら
、
施
策
の
一
部
を
前
倒
し
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
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「
甲
賀
ら
し
さ
」
を
活
か
す

　
本
市
は
、
約
４
８
２
㎢
の
広
範
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
人
口
が
増
え
て
い
る
地

域
も
あ
れ
ば
、
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、歴
史
や
文
化
、

地
域
の
営
み
も
様
々
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
の
特
性
と
と
も
に
、
新

名
神
高
速
道
路
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り

企
業
の
集
積
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
地

域
資
源
や
人
の
つ
な
が
り
な
ど
、
甲
賀
市

に
は
他
市
に
は
な
い
魅
力
と
地
域
力
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
、
県
の
地
方
創
生
の
動
き

を
注
視
し
な
が
ら
も
、
地
方
分
権
の
理
念

の
も
と
、
こ
れ
ら
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
「
甲
賀
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る

こ
と
で
、
次
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
理
想

郷
・
甲
賀
の
実
現
に
向
け
甲
賀
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▲成人式における若者定住アンケートの様子

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業

平
成
27
年
度
に
実
施
す
る
事
業

—人口減少に立ち向かう—
地域力を活かした“甲賀の國づくり”を進めます

元
気
な
こ
う
か
を
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

向
け
た
対
応
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
賀
市
誕
生
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
こ

れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
“
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
”
を
最
大
限
に
活
か
し
、
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
後
は
“
人
口
減
少
”
を
テ
ー
マ
に
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場
を
も
ち
な
が
ら

知
恵
を
出
し
合
い
、
一
緒
に
対
応
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6平成 27年 4月15日7 平成 27年 4月15日


